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水 稲 多 収 生 育 型 の 策 定 に 関 す る 研 究
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1 は  し め に
山形県では近年田植機が急速に普及し,従来の手植はほ
とんどみられなくなっている。これまで,手植についての
多収実証的検討は数多く行なわれてきたが,機械移植では,
その生育相が手植と異なる部分が多く,多収裁培でも,そ
の対応技術については,細部にわたって検討する必要性が
認められている。

すなわち,機械植では当初懸念されたような取量の低下
は必ずしもみられず,む しろ,収量向上の傾向さえ認めら
れた。しかし,極多収の記録においては,手植を凌駕する
ことの困難なこと,51年の冷害年次のように,不良環境条
件下では収量低下度が手植より大きいことも知られてい

る。

これらを改善するため,機械移植における多収生育型を
策定して,安定した多収栽培法を確立しようとしたもので
ある。

そこで,多収生育型策定のための基礎資料を得るため栽
植密度試験を行ないその生育相について検討したところ,
一知見を得たのでその概要をここに報告する。

2 試 験 方 法

山形農試本場ほ場においてキョニッキ (28L稚苗)を供
試 し,栽植密度

",ω
株/″ (条間は30で

"に
設定 ),植込

本数 1. 6本 1株手植とし,施肥は本県における標準施肥
〈基肥N,P,K各 4,活着期追肥N,P,K各 2,幼形期
追肥N.K各 2,計 N,P,K― a68″/10a)と した。
移植期は 5月 12日 である。

6 試験結果及び考察
1本植とる本植を対比し,収量及びその構成要素からそ
の差異について検討すると,収量は1本植では20株は30株
にまきるが, 6本植では21株は50株におとる。すなわち,
1本植では疎植条件で, 6本植では密植条件でまさる。こ
れは,収量構成要素のなかで特に穂数の収量に対する比重
が高いものと考えられる (表 1)。 そこで,穂数確保のた
めの生育相の差異をさぐると,草丈は, 1本 , 6本植とも
20株は30株にまさる。多数は, 6本植では生育期間を通じ
∞株でまさるが, 1本植ではア/20ま で6本植と同様に30
株でまさるが, 7/20～ 7/mで逆転 し,20株でまさり,
そのまま獲得穂数に結びついた (図 1)。 これを乾物重で

みるとア/1～ 7/21で, LAlは 7/1～ 7/20で逆転し
(図 2, 3),生育相そのものが変化したものと推察され
る。さらに,ROR(相対生長率)は , 1本 llg, 6本植と
も20株は30株にまさり,特に1本植20株は,“株に比ベス
/,～ 7/20の RORは極めて高い (図 4)も NAR(純同
化率 )も 1本植, 6本植とも20株は50株にまさる。しかも,
RO Rと同様に1本植,2C株で極めて高い (図 5)。 この
ことは,同化能率そのものが異なることを意味 し,そ れが
生育相の逆転現象をまねいたものと推察される。

以上のことから1本植では疎植条件の方が穂首分化期前

後の生育相,すなわち,有効茎決定時の受光態勢のよいこ
とが同化能力を高めたものと推察される。それに対し, 6
本植では,密植条件の方が穂厳獲得が容易であり収量も高
い。このことから,穂数の出やすい穂数型品績では密植が
穂重型品種では疎植の方が望ましいものと推察される。

表 1 収量及び収量構成

継砿藻蓑ミ:栽植密f｀＼、
収 量

(し /a)
穂 数

〈ん /7r)
一穂看粒数

(粒 )

総 粒 数

(103/7)
登熟 歩 合

(¢ )

1

(杉 株 )
20(れ /") 555 928 350 82 7

30( ク ) 544 1052 30 0

6

(本/株 )
20(', ) 614 864 3`8 810
30( // ) る38 504 016 411 789
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4 要
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存在する。

2)穂数型品種では密植が,■重型品種では疎植が望ま

しい。
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1)多収栽培においては,


